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1．はじめに

 日本において、ピアサポート、ピアカウンセリ

ングという用語はここ10年ぐらいの間に広く認知

されるようになってきた。

 ピアサポートすなわち「仲間による支援」の原

型は、例えば、アメリカにおいては、1909年ニュ

ーヨークで非行防止を目的として制度化された

BBS（BigBrother-BigSister）プログラムなどに

見ることが出来る。この制度は第2次大戦後の日

本の少年非行防止においても導入され、メンタル

フレンドのプログラムとして今日まで定着してい

る。その後、教育の領域においては、70年代に入

り、イギリスで思春期の保健・性教育にピアカウ

ンセリングが導入されたり、アメリカでは大学生

の学生間アドバイス制度が開始され、1979年には、

ピァカウンセラートレーニング案が作成されるに

至る。（西山2002）

 ピアサポートとは、西山（2002）によれば、「仲

間による対人関係を利用した支援活動の総称」で

ある。国立教育研究所による「生徒指導国際フォ

ーラム」（2000）では、ピアサポートを仲間支援

の包括的用語とし、下位分類として、ピアカウン

セリング（相談活動）、ピアチューター（学習支援）、

ピアメンター（指導・啓発活動）等々、個々の役割

に沿った名称を与えている。すなわちピアサポー

トには、言葉による心理的援：助のみならず、実質

的、行動的援助が含まれると考えられる。

 一方で、「ピアカウンセリング」という言葉は、

一般の「カウンセリング」が、心理的援助につい

て専門的に教育を受けた者によってなされる（主

として言葉のやりとりによる）対人援助であると

いう認識に対して、そのような専門家によるので

はない、「ピア」すなわち「仲間」あるいは「同

じ境遇に立つ者」による同様の援助という意味合

いを持つ。コミュニティ心理学においては、人に

対する心理的援助は、専門家の専売特許とするの

ではなく、その人を取り巻く日常の人間関係の中

でも提供されうるものと捉えてきた。また、ロジ

ャース派におけるエンカウンターグループの発想

は、コミュニティの中でセルフヘルプグループ

（自助グループ）へと発展していき、日本の福祉領

域においては、様々な自助グループの出現を見て

いる。さらに、セルフヘルプグループ内でメンバ

ー相互の相談活動・援助活動をピアカウンセリン

グ・ピアサポートと位置づける例もある。

 昨今、インフォームドコンセントや役所による

情報公開など、個人が専門家や専門機関と情報を

共有し、自己についての支援や処遇を選び取って

いく傾向はますます強まっている。福祉領域にお

いても、老齢人口の増加や少子化を背景に、専門
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機関や専門職にのみ頼るのではない、コミュニテ

ィにおける援助形態の模索が必要となってきた。

そのような背景の中で、日本では1990年号に入り、

福祉、保健、医療、教育の領域で、ピアサポート

ならびにピアカウンセリングの導入、実践が行わ

れるようになった。

 そして、90年代後半以降、各領域において、ピ

アサポートおよびピアカウンセリングの実践報告

やピアカウンセラー養成のプログラム、ピアカウ

ンセラー養成教育の及ぼす効果などについての研

究が報告されている。

2．研究の目的

 昨今、情報の多様化、IT技術の進歩による情報

伝達の加速化は大学学内にも浸透し、学生生活も

それに呼応するかのように、慌しく忙しいものと

なりつつある。学生は、それが充実の証かのよう

にスケジュール帳を真っ黒に埋めていく。一方で、

そのような流れに乗ることを止め呆然と自室に引

きこもったり、自傷や摂食障害に及ぶなど、不適

応に至る学生も見受けられる。

 本学においても、保健：室および学生相談室を訪

れる学生の数は年々増加の一途をたどり、精神的

なケアのニーズは高まる一方である。平成18年度

から本学の学生相談室は、週5日開室という大幅

な充実をみた。筆者らはそこにカウンセラーとし

て従事するようになったが、学生の反応は早く利

用率も高い。しかし、専門家による個別のカウン

セリングでまかなえるのは、全学生の中の少数に

過ぎず、メンタルな部分での学生支援に、学生の

潜在力を利用する方法について検討している。

 ところで、教育の領域におけるピアカウンセリ

ングについては、ピアカウンセラーの養成過程で、

養成教育を受けた学生自身の心理的変化・成長が

報告されてもいる。大学におけるピアカウンセリ

ングの導入は、それを必要とする学生への支援と

いう側面だけでなく、ピアカウンセラーに志願し

てくる学生に対する、人間的成長を促す教育の側

面も持っているのではないかと考えられるのであ

る。

 大学教育においては、専門的知識や技術の伝授

および研究活動における教育とともに、学生の人

間的成長を促す教育も見落とすことのできない分

野である。殊に本学は、社会福祉学部、看護学部

といった対人援助の専門職を養成する学部を有す

る公立大学である。ピアサポートあるいはピアカ

ウンセリングについての試みが学生への教育効果

をもたらすことは充分予測できる。

 以上のことから、本学の学生支援システムの一

つとしてピアサポート・ピアカウンセリングを考

える際に、福祉や保健、看護の視点からのそれに

ついても把握しておくことは有意義なことであ

る。その中で保健、看護の領域については、大学

生のニーズを反映し大学生が活動に関わっている

性教育の分野に絞り込むこととした。

 従って、本論文においては、福祉・保健・学生

支援の諸領域において、近年の日本におけるピァ

サポートおよびピアカウンセリングの文献を抽出

し、文献展望を行うことを目的とする。

3．方法

 国立情報学研究所の文献検索システム「CiNii」、

および医学中央雑誌刊行会の文献検索システム

「下中誌WEB」より、フリーワード（キーワード）

に「ピアサポート」あるいは「ピアカウンセリン

グ」を有する文献を抽出する。文献は、過去5年間

（2001年～2006）年を中心に検索した。（2000年以

前の文献については、西山（2002）に国内外の文献

のレヴューがある。） 抽出された文献のうち、

1．福祉領域 H．保健領域 In．学生支援領域

に焦点を絞り、その内容について、以下の4つの

カテゴリーに分けて、概観するものとする。

①ピアカウンセリング（ピアサポート）の立ち上．げ

②ピアカウンセラー（ピアサポーター）の養成プロ

 グラム

③ピアカウンセリング（ピアサポート）の実践報告

④ピアカウンセラー（ピアサポーター）養成過程で

 の学生の変化・成長

 尚、ピアサポートあるいはピアカウンセリング、

どちらの呼称とするかは、領域によってまた試み

一 108 一



によって違いがあるようであるが、それぞれの呼

称のまま提示する。

4．文献概要

1．福祉領域

 福祉領域において報告されているものとして

は、実践報告が多く、数は多くはないが、精神障

害者、知的障害者、高齢者等と多岐にわたってい

る。

①ピアサポートの立ち上げ

 育児中の女性のピアサポートに関する研究（新

道ら1998）では，出産後「周囲との育児価値の相

違」に悩みながらも「話し相手がいないストレス」

を抱え、孤独感や育児の不安などから子どもへの

愛着を失うおそれを感じており、またそのような

悩みから逃れ、解放されることを求めている母親

像が浮かび上がってくる。そのような母親にとっ

てピアグループ参加のきっかけは、市町村で行わ

れる妊産褥婦対象の母親学級であったり、育児支

援活動事業における仲間づくりであった。しかし

やがて、日本全国に自然発生的に生じ自主的に運

営・活動をつづける「子育てサークル」が出現し

てくる。原田ら（2002）による関西地域の「子育て

サークル」の統計調査によれば、2000年の調査に

おいて、10年以上続いているサークルもあるが、

約半数はここ3・4年のうちに生じている。地域共

同体が失われ「母子カプセル」といわれる閉塞した

環境の中で、母親が「子育てサークル」を求めるの

は健全な自己防衛手段であり、子育てサークルは

自助グループとして機能するとともに、メンバー

同士のピアカウンセリングの場でもある。しかし

すべての母親がグループの形態に馴染むかといえ

ばそうではなく、虐待のような深刻なケースには

専門職が前面にでて支援すべきものでもある。

 知的障害者のピアカウンセリングの取組につい

ては、佐藤（2000）によれば実際に、「山口県てを

つなぐ育成会」では、知的障害者のリーダー養成

としてピアカウンセリング支援事業を平成6年

（1994）～平成8年（1996）まで行ったが、参加した

知的障害者にピアカウンセリングについて理解し
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てもらうまでには至らず、当事者の状況の違いも

あり話が噛み合わなかった。その反省として、複

数年度で一貫したカリキュラムを策定し、継続参

加による養成を行う必要があること、知的障害者

本人の意見が反映される事業展開、活躍できる社

会的場の確保などを検討し、平成9年から実行委

員会を設けて、3年計画で取り組み成果を収めて

いる。

③実践報告

 精神障害者のピアサポート活動は、従来セルフ

ヘルプグループという形でも行われてきた。村上

（2005）によれば、沖縄で精神障害者の「つどい」

なるグループ活動があるが、その活動は、精神障

害者当事者を中心に（しかし当事者以外にも門戸

を広げ）、定期的に集まり話をするというもので、

10名未満の「つどい」のグループが沖縄各地のみ

ならず、長崎県などにも点在する。その活動はエ

ンドレスで毎週開催して400回を超えるグループ

も存在する。村上はこれをピアカウンセリングの

一つの形態と捉えているが、むしろセルフヘルプ

グループによるピアサポート活動と位置づける方

が妥当であろう。しかし、実際にはセルフヘルプ

グループの活動の延長上にメンバー相互による個

人レベルの相談・支援活動が行われることも多

く、セルフヘルプグループ活動とピアカウンセリ

ングには明確な線引きが出来ないのが現状であ

る。

 一方、セルフヘルプグループから発展して、自

称「精神医療サバイバー」の広田（2003）のように

個人が自宅において、電話相談やピアカウンセリ

ング活動を行っているものもある。その活動は自

宅に宿泊させるなどサポート活動と私的生活が渾

然一体となったものである。一見、危うい印象も

受けるが、地域の交番の警察官とのパイプを持っ

ていたり、「いのちの電話」や精神科救急医療相

談窓口から相談者をまわされるなど、地域の中で

存在感を示している。また、加藤（2004）の報告に

よれば、自らも引きこもりの時期を経験し、立ち

直って大学卒業後、精神科のSW、作業所の職員
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などの福祉職を経て、1998年、精神障害者ピアサ

ポートセンター「こら一るたいとう」を仲間と立

ち上げ今日に至っている。センターの活動はピァ

カウンセリングからパソコン、出版、お菓子作り、

地域との交流カフェ、社会見学など多岐にわたり、

現在はピアヘルパー養成講座を展開するなど、そ

の活動は組織的なものとして発展している。

 知的障害者においても、セルフヘルプグループ

の活動は以前より存在しており、谷口（2005）によ

れば、日頃あまり積極的に話さない知的障害者が

グループの中で堰を切って話す姿がみられるとい

う。一方で、知的障害のある人がピアカウンセリ

ングをすることは、深く考えることができないか

ら無理であると考えるむきもあったが、谷口は知

的障害をもつピアカウンセラーの必要性を説いて

いる。知的障害者のセルフヘルプグループの場合

においても、グループの中に「世話焼きの人」が

出てくるが、その場合、他者を助けていながら本

当は自分が一番助かっている面があり、谷口はこ

れを「ヘルパーセラピー原則」と指摘している。

例えば年金のことや不動産屋で家を借りることな

ど、知的障害者が他者をサポートする中で、自分

も一緒に学べるという利点がある。また、軽度の

知的障害をもつピアカウンセラーが自分より障害

が重い人のことを考えるという過程自体が自分自

身を見つめる糧となると述べている。ピアカウン

セリングにおいては、治療という視点ではなく、

こころの奥にある苦しみや悩みを思い切り出し

て、自分を押さえ込んでいたものから解き放たれ

る、いわゆるカタルシス効果が基本であるとすれ

ば、同じ境遇にあるピア（仲間）は、経験を分か

ち合うことで短期間にラポールを築くことが出来

るという利点がある。また、同じ障害を経験して

いるがゆえに相談者の嘘や、何でも障害のせいに

してしまうという甘えなどにも、仲間として時に

は厳しく対峙することも容易である。さらに、も

う一つ、ピアサポーターの重要な機能として、障

害者の場合「役割モデル」を指摘している。同じ

障害をもつピアカウンセラーと触れ合う中で刺激

を受け、「あの人のようになりたい」という目標

を与えることが出来るのだという。しかし、ピァ

サポーターの課題として、同じ障害を持つといっ

てもその程度や環境は一様ではなく、ややもする

と自分の経験を物差しにして、共感よりも、お説

教になってしまう場合があることや、同じ境遇で

あるということから、相手に入れ込んでしまう、

いわゆる「逆転移」の問題も指摘した上で、谷口

は、「ピアサポーター」としてセルフヘルプ的な

役割と機能を持って、障害のない専門家と重度の

知的障害者をつなぐパイプ役となることを期待す

ると述べている。尚、知的障害者へのピアカウン

セリング導入の実際の取り組みの報告としては、

上記①の立ち上げのところで述べた、佐藤（2000）

の報告がある。

 板倉（2005）によれば、名古屋市の障害者地域生

活支援センターでピアサポートを受けた中途視覚

障害者の相談記録の分析から、中途障害に起因す

る心理面での苦悩が相談者に共通して見られ、そ

のような相談者にとって同一障害を有し障害体験

を共有する相談員は「役割モデル」であり心理的安

定や回復を促す援助となっていた。

 高齢者福祉においては、ここ5年の間に日本に

おけるピアカウンセリングそのものの実践報告は

ないものの、斉藤（2005）は通所リハビリテーシ

ョン施設の利用者である高齢者を対象に、施設利

用時間中の他者との交流時間とQOLとの相関に

ついて調査し、その結果中等度の相関がみられた。

すなわち他者との交流時間が長い利用者ほど

QOL向上がみられ、斉藤はこのことから、他者

との交流時間にピアカウンセリング的要素がある

と結論づけている。

 それ以外の福祉領域の報告としては、千葉県に

おける乳がん体験者のセルフヘルプグループ「あ

けぼの会」の報告がある。あけぼの会は公開講演

会、定例会、再発患者の集い「なのはなサロン」

などを行なっているが、なのはなサロン開催にあ

たり、サブサイダー（側に寄り添う人）養成のた

めにピアカウンセリングの学習をしている。動機

は会員の相談がスタッフの未処理の問題と同じで

あった時フラッシュバックがおこるなど、対応で
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きなくなることを懸念したからである。

E．保健領域

 2003年の世界人口白書によると、世界では何百

万人もの思春期の若者と青少年は、早婚と若年出

産の可能性、不完全な教育、人免疫不全ウィルス

および後天性免疫不全症候群（HIV／エイズ）の

脅威に直面していることが報告されている。世界

的に新たなHIV感染の約半分は15-24歳の若者世

代の年齢層に発生している。世界的なHIV感染の

脅威は日本においても例外ではない。平成18年5

月29日厚生労働省健康局疾病対策課から出された

「平成18年度HIV検査普及週間の実施について」

という報道発表資料によると、HIV感染者・エイ

ズ患者の発生動向について、日本は先進国と比べ

罹患率は低いが増加傾向にあり、新規HIV感染者

のうち性的接触が98％であり、20代から30代の若

い世代の感染が72％を占めている。HIV感染の背

景には性感染症が隠れていることが多い。HIV感

染や性感染症は性的接触により罹患する。若い世

代における性的接触による問題としては望まない

妊娠や人工妊娠中絶なども高率に発生している。

 このような現状への取り組みとして日本におい

ては、厚生労働省が平成12年に母子保健の2010年

までの国民運動計画「健やか親子21」を策定し、

その主要課題の一つとして次世代を担う思春期世

代における性感染症や人工妊娠中絶の増加を食い

止めるための保健対策の強化と健康教育の推進を

打ち出した。そこで高村（2001）によって若者世

代における性感染症や人工妊娠中絶の増加といっ

た問題への取り組みの有用な手法としてピアカウ

ンセラーによるピアカウンセリングが紹介され

た。高村ら（2004）は平成14年・平成15年度厚生労

働省科学研究においてピアカウンセラー養成カリ

キュラムのモデルを開発した。独自のピアカウン

セラー養成を試行的に実施し、養成講座を受講し

た者らによって、ピアカウンセリング事業の取り

組みが報告されるようになった。

①ピアカウンセリングの立ち上げ
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 日本の保健分野におけるピアカウンセリング

は、高村ら（1999）により「性の自己決定能力を

育てるピアカウンセリング」が刊行された頃から

注目されるようになった。渡辺・高村ら（2004）の

報告からは社団法人家族計画協会の協力を得て看

護系大学の学生をピアカウンセラーとして養成し

ていることがうかがえる。また「健やか親子21」

の思春期保健対策の一貫として各地域でピアカウ

ンセリング事業も立ち上がっており、久保田ら

（2006）の取り組みは新潟県の依頼を受けて2003年

と2004年にピアカウンセリング事業を実施してい

る。白井ら（2006）は、社団法人香川県看護協会と

いう看護職能団体の援助を受けてピアカウンセラ

ー事業が立ち上がったことを報告している。この

ように保健分野におけるピアカウンセリング事業

は行政機関や法人からの援助を受けて立ち上がっ

ているものがあることがうかがえた。

 一方、宇野ら（2005）のピアカウンセラー養成は

どのような経緯で立ち上げられたのかは不明であ

り、横澤ら（2006）は「ピアサポーター」という名

称を用いているが、独自にピアカウンセラーを養

成していることを報告している。横澤ら（2006）の

養成した「ピアサポーター」はインターネットを

利用した電子メールでの相談事業であり、ピアカ

ウンセリング事業立ち上げへの援助主体の差異に

よるかどうかは不明であるが、渡辺・高村ら

（2004）、久保田ら（2006）および白井ら（2006）の取

り組みとは規模も形態も異なっていた。

②ピアカウンセラー養成プログラム

 2003年の世界人口白書の中に、ピアエデュケー

ションが、思春期のセクシュアリティ／リプロダ

クティブヘルスに取り組む際の最も一般的なアプ

ローチの一つになっているとの記述がある。ピア

エデュケーションは十分な情報提供により意志決

定ができるように対象となるグループメンバーに

必要な知識と技能を提供することを目指してお

り、ピアカウンセラーにより実施される形態をと

る。ピアカウンセラーはピアカウンセリングとい

う個人を対象にした形態だけでなくグループを対
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象にした保健分野に関する情報伝達の役割への期

待も大きい。個人やグループの抱える多様なニー

ズに対応することができる知識と対象に応じたコ

ミュニケーション技法を必要とするためピアカウ

ンセラー養成のためにはグループへのある特定の

保健分野に関する情報提供に必要な知識や伝達す

るための技能を習得するためのプログラムが必要

である。

 高村ら（2004）は平成14年・平成15年度厚生労働

省科学研究においてピアカウンセラー養成のため

のモデルとなるプログラム（カリキュラム）を開

発し、ピアカウンセラー養成を行っている。高村

ら（2004）のプログラムは主に看護や医療系の学生

を対象としたピアカウンセラーの養成であること

がうかがえる。高村ら（2004）の開発したカリキュ

ラムを用いたピァカウンセラー養成プログラム

は、白井ら（2006）の報告によるとピアカウンセリ

ング理論10時間、ピアカウンセリング実習10時間、

セクシュアリティ10時間の合計30時間の設定であ

ることがわかる。具体的にはピアカウンセリング

スキルとしてアクティブリスニング（積極的傾聴）

スキルの修得や妊娠や出産、性感染症に対する知

識を修得できるようにカリキュラムが組まれてい

る。渡辺ら（2004）の報告からもほぼ同様のプログ

ラムであり、期間としては3日間の集中プログラ

ムである。

 心理系の学生をピアカウンセラーとして養成し

ているプログラムとしては、中出（2002）が大学に

おける友人同士の支え合いを目的とした「ピアサ

ポーター養成プログラム」について紹介している。

仲間同士の支え合い活動の名称は、ピアカウンセ

リングやピアサポートなどと呼ばれており、実施

者をピアカウンセラーやピアサポーターというが

定まっていない。中出は「ピアサポーター」とい

う名称を用いているが、その養成プログラムの中

で主眼が置かれているのはコミュニケーションス

キルの修得である。中出（2002）は、実践のプロセ

スにおいて支援者側の自己効力の低さに気づき、

自己効力を高めるためのプログラムを作成し、履

修させるようにしている。自己効力とは、アルバ

ート・バンデューラ（1997）が提唱した概念で、セ

ルフエフィカシーと呼ばれるが、似た意味合いを

もつセルフエスティームとも混同されて用いられ

ることが多い。自己効力は、バンデューラの社会

的認知理論の中核となる概念であり、一般的に自

己効力が低いと自己の行動に自信が持てないため

に様々な社会場面における意志伝達や自己決定な

どが上手くできない可能性があることが知られて

いる。自己効力が低い場合は、他人を支えるため

の活動を実践するという役割をこなすことは難し

い。ピアカウンセラーを希望する者が、自己効力

が低い場合には高めるためのプログラムが重要な

意味をもつと考える。

 中出（2002）は、仲間同士で支え合うことの限

界を支援者側に周知させることの必要性について

ふれている。仲間同士で支え合える範囲は限界が

あり、限界を超えて支え合おうとすると支援者側

の精神的負担が大きくなりすぎる。中出が養成し

ている「ピアサポーター」は大学における友人同

士が支え合うことを目的として養成されているた

め、小中高校生と違って相談内容が複雑になる可

能性があり限界を生じやすいという。保健分野で

は、中高生といった若い世代の性感染症の罹患や

人工妊娠中絶などの増加が指摘されており中高生

の相談活動を実施する上でも、複雑な相談が持ち

込まれることは必定である。支援する対象の学齢

に関わりなく、限界があることをピァカウンセラ

ーの養成プログラムで教育しておくことが重要だ

と考える。

③ピァカウンセリング実践報告

 横澤ら（2006）は、電子メールによるピアサポ

ートの実践およびその有効性について報告してい

る。時間を気にせず相談を受け付け回答者も時間

の余裕のある時に回答できるという点に着目し、

インターネットを利用した電子メールによる相談

活動は、現代の若者のライフスタイルに適した支

援法であると考える。

 渡辺ら（2004）はピアカウンセラー養成講座を受

講したピアカウンセラーが実践を行ったかについ
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て調査しているが、実際にピアカウンセリングや

ピアエデュケーションを実施したのは対象者の4

割程度に過ぎなかった。実践できなかった者の理

由として、時間不足や能力不足をあげていた。詳

細な検討がないことから、時間不足や能力不足と

感じた背景については明らかではない。ピアカウ

ンセラー養成講座を受講し実践するには何らかの

条件が揃う必要があることが推察できた。

 宇野ら（2005）は中学生を対象にしたピアエデュ

ケーションの実施報告をしている。ピアカウンセ

ラーとして養成された大学院生に中学生をピアカ

ウンセラーとして機能できるよう指導してもら

い、中学生同士での性教育と教師主導で実施した

性教育を比較し、意志伝達、避妊に関する知識、

性感染症に対する知識の認識に差異があるかをみ

ているが、教師主導も中学生同士であっても差異

は認められていない。

 保健分野におけるピアカウンセリングの取り組

みは始まったばかりである。今後実践が増えるに

つれて報告件数も増えることが予想されるが、未

だ実践報告は少ない。ピアカウンセラーによるピ

アカウンセリングは、専門職であるカウンセラー

が行うカウンセリングとは異なる。つまり、どこ

かにセッティングされた状況を作らなくても、身

近な友人同士でも支援できるというのが特徴であ

るため、日常生活の身近な場面で実践可能である

ともいえ、今後、あらゆる場面での実践が期待で

きる活動である。

④ピアカウンセラー養成課程での学生の変化・成長

 ピアカウンセリング活動を通してピアカウンセ

ラーである学生は精神的にも成長することが推察

できる。具体的な行動面の変容について中出

（2003）はピアカウンセラー自身が「自発的になっ

た」「メンバー全員人前で自分の意見を言うこと

が出来るようになった」「責任感が強くなった」

などの意思伝達や自己決定ともいえるような能力

の向上といったいわゆるライフスキル能力の獲得

を自覚していることを報告している。ライフスキ

ルとは日常生活で生じるさまざまな問題や要求に
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対して、建設的かつ効果的に対処するために必要

な能力であると世界保健機構（WHO）はライフ

スキル教育プログラム（1997）の中で定義してい

る。青少年の健康増進のためにはライフスキルを

形成させる取り組みが重要な鍵を握ると考える。

ライフスキルには「意志決定」「問題解決」「創造

的思考」「批判的思考」「効果的コミュニケーショ

ン」「対人関係スキル」「自己意識」「共感性」「情

動への対処」「ストレスへの対処」がある。ライ

フスキルを効果的に獲得し、応用することが可能

になれば自己の健康を害するような問題行動が抑

制され、自己の健康増進のためのセルフコントロ

ールができるようになることから、ライフスキル

教育プログラム（1997）の中でライフスキルは自

己効力とも深いつながりがあるとされている。

 久保田ら（2006）は保健分野におけるピアカウン

セリング養成講座の受講者と非受講者を比較し

て、受講者の変化を明らかにしている。そのうち

受講者は、養成講座内容が有意義であると認識し

ているが、実際に意志伝達や自己決定ができるよ

うになったとは認識できていなかった。中出

（2003）のライフスキル能力の獲得が可能になった

という報告は、ピアカウンセリング活動の実践を

通して身に付いた能力であると考えると、養成講

座の受講が終了した段階では、ライフスキル能力

の獲得までには至らないことが推察できた。

 白井ら（2006）は、ピアカウンセラー養成講座を

受講した大学生の自尊感情や性に対する態度を調

査している。講座受講前後では受講後に自尊感情

得点が有意に上昇し、性に対する態度では「責任

性」が高くなっていることを報告しているものの、

ピアカウンセラー養成講座修了直後の調査結果で

あり、日常生活において実際に自尊感情が高いこ

とや、性に対する「責任性」の高さを認識できた

かどうかは不明である。

皿．学生支援領域

 大学学生支援領域におけるピアサポート活動の

あり方には、（1）相談活動として、（2）修学支

援として、（3）新入生支援として、の3つがあ
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る。したがって、（1）、（2）、（3）のそれぞれ

について、①ピアサポートの立ち上げ、②ピアサ

ポートの養成プログラム、③実践報告、④養成後

及び活動においてのピアサポーターの変化・成長

に分けて概観する。

（1）、学生相談活動として

 学生相談活動としてのピアサポートは、広島大

学での平成12年のピアサポートルームの開設、広

島女学院大学での平成13年からのキャンパスサポ

』一 ^ーの導入、北海道浅井学園大学での平成12年

のピアサポートサークルのを立ち上げ、さらにこ

のサポーターを平成15年に学生相談室活動に導

入、の3つがある。

①ピアサポートの立ち上げ

 広島大学の内野（2003）は、ピアサポートルーム

の設置の背景には、キャンパスの移転にともない、

郊外型キャンパスには活用できる社会資源が不足

していたこと、学内の専門的な相談窓口は整備さ

れてきているが、問題に応じてどこに相談にいけ

ばよいかという活用ガイドに相当するものが未整

備であったこと、日本においてもピアサポート活

動を含めた「学生の積極的活用」に関心が高まっ

ていたことをあげている。また、設置目的は、学

生生活着の問題を抱えた学生に対し、カウンセリ

ングの技法を用いて相手の問題を明確にした上

で、その問題を解決するために適切な学内外の専

門的な相談窓口に関する情報を提供し、有効かつ

速やかな問題解決を促すこと、および長期的には、

この活動を通して、学生同士が相互に積極的に助

け合う学風を培うことをめざすことである。

 ピアサポートルームが全学的な組織として設置

されたことは、活動の存続と発展に大きな意義を

もつと考える。

 広島女学院大学の山下（2004）は、キャンパスサ

ポートシステムを、学生相互の援助活動をより日

常的な枠組みで捉えること、研修により積極的な

意味合いを持たせ、活動のための準備教育である

と同時にメンタル教育としても機能させること、

学生の人格的成長と奉仕の精神を培うことをねら

いとして、教育の一環として位置づけている。学

内における位置づけは、学生部に所属した公的な

学内制度で、活動の企画・運営が起案者に一任さ

れているところに活動の限界があるのではなかろ

うか。

 北海道浅井学園大学の中出ら（2004）は、ピアサ

ポート活動を学生自治会のサークル活動として位

置づけ、「支援活動」と「教育活動」の2本の柱

で活動を行っている。その一つの「支援活動」が

平成15年度より設置された学生相談室で活用され

ている。近年の退学者や休学者の増加、コミュニ

ケーションがうまくとれない学生が多くなってい

る現状をとらえ、学生間で支えあえるシステム作

りの必要性を感じて取り入れたのがピアサポート

活動である。

 3つの大学でのピアサポート活動の立ち上げの

背景はさまざまであるが、学生同士が日常的に助

け合い支え合う大学環境づくりの必要性を感じて

いる点は共通している。

②ピアサポートの養成プログラム

 広島大学の内野（2003）は、ピアサポーターは自

発的な応募によるもので、毎年10月から12月の土

曜日午後一時から五時までに開催される養成セミ

ナー基礎編全10講座20時間（「消費問題」「犯罪防

止・被害者相談」「就職問題」「こころの健康」

「身体障害学生の支援」等に関する講座）を受講

し、さらに3月末3日間15時間のロールプレイン

グを中心にしたコミュニケーション・スキルの実

習を受けて認定されると述べている。

 ボランティアであるが認定の基準は厳しく、ピ

アサポーターの役割の重要性がうかがわれる。

 広島女学院大学の山下（2004）は、キャンパスサ

ポ・…一ターは、春休み前に学内掲示により「キャン

パスサポートー週間体験プログラム」として参加

希望者を募集し、春休みに半日間のオリエンテー

ションを行い、それに加えて夏期と冬期の年2回

一泊研修会を実施する、と述べている。研修会の

プログラムは、「大学生がかかりやすい心の病」

「カウンセリングの基本（ロール・プレイを取り

入れた実習）」「学内資源の利用の仕方の講義」
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「コラージュ作製」等である。新入生のための相

談活動に参加し、年2回の一泊研修会に参加した

時点でキャンパスサポートの名簿に登録される。

 北海道浅井学園大学の中出（2002）は、ピアサポ

ーター養成プラグラムは、福祉心理学科一年生の

希望学生を対象とし、前期と後期の2回、一週間

一回90分（9回）で行う、と述べている。前期

のプログラムは、ピアサポートスキルトレ刷出ン

グが中心であり、後期はピアサポート活動の限界

の確認や、ピアサポーターの自己効力を高めるプ

ログラムである。テキストを用い抄読会形式で行

う学習会は、前期は「性」に関して、後期は「喫

煙」「飲酒」「薬物乱用」「食事」「運動」のテーマ

をとりあげる。プログラムを終了した学生は、学

生自治会サークルのピアサポートサークルメンバ

ーとなる。

③実践活動

 広島大学の内野（2003）によると、ピアサポ

ートルームが図書館のマルチメディアフロアの一

角に8室設けられ、午後の授業時間帯に週一コマ

程度ルームに待機し、ピアサポーターは相談に対

応している、と述べている。また、ルームには経

験を積んだ大学院生がピアアドバイザーとして、

専門的な立場からから助言指導を行う臨床心理士

やソーシャルワーカー（非常勤講師）が専門のア

ドバイザーとして、ピアサポーターのバックアッ

プのために在室する。セミナーや施設・備品に関

する事務的業務は、学生部学生課および就職課が

担当する。相談の内容は、施設案内や履修につい

てなどの相談で情報提供をすることのみで解決す

るものから、深刻ないやがらせやトラブル、自殺

の危険性もある精神的な悩みの相談で、情緒的サ

ポートを行い、学生課や警察、専門カウンセラー

の専門相談窓口へつなげることを図ったものまで

様々である。活動の意義は、1、情緒的サポート

の提供（日常的な対人関係のない相談役としての

情緒的サポート）、2、情報の交通整理機能、3、

専門相談窓ロへのりエゾン機能、と述べている。

ピアサポーターが学内の支援資源の一つになって

いると考えられる。

山口県立大学社会福祉学部紀要 第13号 2007年3月

 しかし、一方ではピアサポート活動の問題点と

して、1、相談をうけることのたいへんさ（ほど

よい心理的な距離をとることの難しさなど）、2、

達成感の味わいにくさ・意欲の低下、3、ボラン

ティアグループの凝集性を維持することの難し

さ、4、ボランティア学生の心理的問題の顕在化、

を挙げている。このような問題に対応するために、

相談は匿名で受け、1対1の対応で一回完結とす

る。カウンセリング技法を用いて、情報の交通整

理をし、学内外の専門相談機関などについて情報

提供する。一回の相談は長くても30分程度とす

る。来談者がリピーターの場合、ピアサポーター

の指名は認めないとにしている。

 学生が学生の相談にのることの危険性を考え、

主な役割を情報提供に限定し、学生の相談の受け

方には細かな配慮がされている。

 広島女学院大学の山下（2004）によると、実践活

動として新入生のための相談活動がある。入学式

当日、キャンパス内にテントを張り、大型ポスタ

ーを貼った看板を立てかけ、臨時相談コーナーを

開設し、入学制と保護者の相談や案内に対応する。

相談内容は、履修科目に関する相談が多く、先輩

としての体験を交えながら対応する。また、一泊

研修会後の活動は、たとえば、キャンパスサポー

ター・・一一・が留学生のチュウーターになり、半年間にわ

たって生活適応の支援：をしたり、また、キャンパ

スサポーターが所属するクラブ活動の学生が、カ

ウンセリングを受けにいこうか迷っている学生の

話を傾聴する経過を通して、カウンセリングルー

ムにつながることができた等の活動が報告されて

いる。活動は不定期であり、学内のボランティア

活動であったり、友人関係やクラブ活動内での対

人関係においての支援であったりと、どのような

形で活動するかは、キャンパスサポーターの意思

に任されている。活動の意義として、1、参加学

生の学内ボランティア活動への参加の高まり、2、

友人関係やクラブ活動内での対人関係における支

援活動、3、活動を通して、学内教職員に個人面

接だけではない学生相談活動の有効性を提案でき

た、と述べている。キャンパスサポーター専用の
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部屋の確保ができなかったことが、キャンパスサ

ポーターとしての所属意識を維持しにくくし、日

常的に他の学生の援助をするという行為につなが

りがたい面があり、今後の課題として挙げられて

いる。

 北海道浅井学園大学の中出ら（2004）によると、

活動としては、1、新入生オリエンテーションな

らびに入学3ヶ月下の新入生を対象に「友達の輪

作り」の会を開催する、2、大学祭での健康度チ

ェックや知識普及活動、3、高校生へ「性」に関

しての出前講座、4、札幌市内の大学生に呼びか

けての学習会（思春期学生フォーラム）の開催、

を挙げている。学生相談室との連携による支援活

動の実践事例はまだ少ないようである。活動の意

義として、サポートする側もされる側もエンパワ

ーメントされるところで、学生自身に自信がつき、

その後の人間関係作りをスムーズにしていること

と述べている。

④養成後および活動においてのピアサポーター

 の変化・成長

 広島大学の内野（2003）は、1、ピアサポー

ターにとっての居場所機能（ピアサポートルーム

が研究室やサークルとは違うや安らぎの場）、2、

コミュニケーションスキルの向上（傾聴技法の向

上）、3、ピアサポーターの心理的発達の促進、

を挙げている。ピアサポートの養成研修と活動は、

ピアサポーター・一一一自身の心理学的成長が促進されて

いると考えられる。

 広島女学院大学め山下（2004）は、キャンパスサ

ポート活動が、学内ボランティア活動のそれぞれ

が単独で行われている現状をつなぐための中心的

機能を果たすものとの期待を挙げて、学生の人格

的成長と奉仕め精神を培うという教育的目標の達

成への期待を述べている。また、ピァサポーター

養成のための一泊研修会でのメンタルヘルス教育

は、学生の精神保健の予防につながるという期待

も述べている。しかし、今回はキャンパスサポー

ターの実態把握調査ができずに期待を述べるだけ

になっている。

 北海道浅井学園大学の中出（2002）は、ピアサポ

ーター養成の意義について、学生自身が自己を知

り、人間関係をうまくとれるスキルを身につける

ことができることだと述べている。特に、人の話

が良く聞けるようになったり、自己理解が深まり、

自分に自信がついたり、相手のよい点を認めるこ

とができたり、相手のことが考えられるようにな

ったり、まさに人間関係づくりの基本を身につけ

られたことの成果は大きいと述べている。

（2）、修学支援として

 修学支援としてのピアサポート活動の事例は、

東北大学学生相談所のカウンセラーと工学部・工

学研究科協働で修学支援に取り組んだ、TAによ

るピアサポート活動がある。

①ピアサポートの立ち上げ

東北大学の山中ら（2003）は、学生相談所における

相談内容の中でも、例年、進路・修学に関するも

のがかなりの比率を占めており、学業に不安を抱

えて来所する学生に出会うことが少なくなく、こ

うしたニーズに対して、学生相談所のスタッフが、

平成12年度、工学部研究科大学院学生による工

学部学生対象の修学・学習支援を実施するように

なったと述べている。この活動は、学生相談所の

カウンセラーが、困っている学生とピアサポータ

ーのつなぎ役をしているということが特徴であ

る。

②ピアサポーターの養成プログラム

 ピアサポーターは工学部研究科のTA大学院生

であり、特別な養成はない。TA大学院生は、4

月から9月までの前期と、10月から3月までの

後期を、それぞれ契約期間とし、TA修学アドバ

イザーとして活動する。TA修学アドバイザーは、

5つの系からなっている各系より2名つつを工学

部のほうで募ってもらう。

③実践報告

 過年度学生や復学挑戦に不安を抱える学生で、

履修計画、試験対策など補習以外の修学ピアサポ

ートが適当な学生について、カウンセラーと援助

を必要とする来談学生の面接の場に、カウンセラ

ーの判断でふさわしいと思われるTA修学アドバ
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イザーに入ってもらって、カウンセラーが「お見

合い」の場の安全性を保障する中で実施する。ま

た，TA修学アドバイザーによる補習を希望する

工学部生が現れた場合は、学生相談所事務補佐員

もしくはカウンセラーが、学生の所属する系、み

てもらいたい科目、希望曜日、時間帯、修学状況

について聞き取りを行う。その情報をもとに、名

前は伏せて、その項目をE-mei1を通して補習に対

応することのできる院生を募る。担当が決まると、

まずカウンセラーを通して学生と会うことが可能

な日時を調節し、学生相談所でカウンセラー立会

いのもとに学生と会うことになる。その後は、院

生と学生の間で直接調節する。TA修学アドバイ

ザーとの約束として、1、アドバイスを実施した

日時を学生相談所に適宜報告すること、2、少し

でもやりづらいと思うことがあればすぐに学生相

談所に連絡すること、としている。TA修学アド

バイザーの意義は、ピアサポーターが自分の専門

知識を生かして行うことができるため、特定のト

レーニングに時間をかけることもなく実施しやす

いこと、2、二次的に心理的サポート、対人スキ

ルサポートとしての機能をもっていること（単位

がとれずに無気力になっていた学生が、やる気を

もつきっかけになり表情が生き生きとした。TA

との出会いを通して、初めてキャンパスにおける

人間関係を形成できた）、3、教官に比べれば敷

居が低く、気軽に相談できる大学院生が就学・学

習支援をすること、としている。

 このピアサポートの特徴は、ピアサポーターと

修学に困難を抱える学生との間に学生相談所のカ

ウンセラーが入ることで、人間関係の調節の役割

をして、支援を求める学生に安心感・安全感をも

たせることができることだと考える。

（3）、新入生支援として

 新入生支援としてのピアサポート活動の事例

は、平成15年に御茶の水女子大学教育学部でス

タートしたピアサポートプログラムがある。

①ピアサポートの立ち上げ

 御茶の水女子大学の宮尾（2006）は、ピアサポー

山口県立大学社会福祉学部紀要 第13号 2007年3月

目プログラムのスタートの背景には、平成7年の

教育学部の学科の再編（9学科から4学科制に）

を行い、それによって科目の区分によって履修科

目、履修単位が細かく規定されていたそれ以前に

比べ、学生の選択度が大幅に増え、カリキュラム

が複雑になったこと、また、大学科化により同じ

科の上級生と下級性の同類意識を共有しにくくな

ったことを述べている。この学科再編とカリキュ

ラム再編は、御茶の水女子大学がその規模の小さ

さを生かして歴史的に築いてきた、新入生への適

応支援システムを機能不全に陥れることになっ

た。このような背景のもと、平成14年、その当

時の教育学部学部長の諮問により、新たな方法に

ついて検討することになり、そのときの目的とし

たのが、新入生がスムーズに大学生活に適応でき

るようにすることはもちろんのこと、従来の小学

科体制で育まれていた、上級生とか下級生の間の

縦の人間関係のよさを別の形でいかせるようにと

いう点も考慮した。

②ピアサポートの養成プログラム

 独自のプログラムは述べていないが、大きな示

唆を受けたのが、米国ミシガン大学のインターン

シップであり、もう一つ同大学留学生センターの

活動及び留学生と日本人学生の交流活動であるT

EAの活動を参考にしたと述べている。二つの活

動に共感した点は、支援を必要とする者に、支援

を必要とする時に、支援を行うというコンセプト

に基づいた活動であること、学生のボランティア

意識をよりどころとし、同時にそれを育もうとす

るものである点が共通しており、支援される側に

とっても有益であるだけではなく、支援する側の

学生の人間的成長も期待できることとしている。

プログラムの実施に当たっては、当初の2年間は

サポーターは自主参加（ポスターやホームページ

で募集）にしたが、新入生のサポーター一・一申し込み

に比べてサポーターの人数が不足した結果とな

り、平成17年からは、新入生は全員参加、サポ

ーターは各学科で必要な人数をそろえることにな

った。学生のボランティアイ意識を育むという点

が後退したことに寂しさを感じながらも、人数の
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確保のためにはやむおえなかったようである。サ

ポーターになった学生に対しては、3月末～4月

初旬に一時間程度の説明会を開き、諸注意を行う。

その際に特に強調するのは、プログラム趣旨が学

習や学内での生活面における適応支援に限定され

ることであり、その他の問題で新入生から悩みを

打ち明けられた場合には絶対に一人で抱え込まな

いように指導している。あくまでもピアサポータ

ーの役割を新入生の生活支援に限定しており、メ

ンタルな悩みをサポーターが抱え込むことのない

よう配慮されている。

③実践活動

 一人のサポーター（上級生）と数人の一年生が

グループ（ピアサポートグループ）を作り、定期

的に顔を合わせて、サポーターが新入生の相談に

乗ったり、生活・学習上のアドバイスを行う。ピ

アサポートグループの具体的な方法は、サポータ

ーの判断にまかせ、目安として、五月の連休明け

までは、少なくとも週一回はグループの集まりを

持つように指導している。多くは昼休みに、学生

控え室や空き教室、学生会館などで、昼食をとり

ながら行うという方式をとっている。語らいを通

じて新しい環境になじんでいく場として機能して

いるようである。サポーターには教員のアドバイ

ザーがつき、必要に応じて、サポーターの相談を

受ける。また、プログラムの運営統括にあたる運

営委員会では、サポーターやアドバイザーからの

相談に応ずるほか、一年生、サポーター、アドバ

イザーにレポートの提出を求め、それに基づき、

プログラムの評価を行い、運営の改善を図ってい

る。

④プログラムにおいてのピアサポーターの変

 化・成長

 初年度のアンケート調査によると、サポーター

は自分も大学に関する知識が得られたこと、新入

生の適応の力になれてよかったことを挙げてい

る。また、新入生は、ピアサポートグループの活

動で大学生活に関する知識が得られたこと、上級

生や他の新入生、そして教員と親しくなれたこと

を挙げている。サポーターと新入生の両者に高い

評価を得て、平成16年度に予算措置がなされ、

同年8月には全学ピアサポート連絡会議が行われ

て、全学的取り組みとなる。

 なお、広島大学の内野（2006）は、学生相談活動

としてのピアサポート活動の一環として、新入生

のためだけではないが、4月中は新入生が多く利

用する講義棟のロビーに相談ブースを設け、新入

生の相談を積極的に行っている、と述べている。

 （1）、（2）、（3）の他にも、濱野（2001）は学生

相談におけるピアサポートの可能性として、グル

ープワークの活動を紹介している。自分の授業の

レポートフィードバックを手伝ってくれた大学院

生のなかの声から、レポートのテーマをもっと少

人数で語れる場を作り、大学院生を中心に、教官

が関与せず、女子学生同士だけで自由に話ができ

るグループを始めた。TA制度の活用が修学支援

だけではなく、学生の生活や態度にかかわる学生

らしさを養うというピアサポートの独自の方向性

を示している。

 大学学生支援領域においてのピアサポートの6

つの事例を概観した。大学でのピアサポートには、

ピアサポートの立ち上げの背景を反映していくつ

かの傾向がある。1、全学の活動としてピアサポ

ートがあり、ピアサポーターの養成を進めている

例、2、すでにある組織（サークル活動やTA制

度等）を生かして学生のピアサポーター養成を行

い、活動を行う例、3、希望者を募り、ピアサポ

ーター養成を行い、特にピアサポートチームはつ

くらず、自主的な活動に任す例、が挙げられる。

やはりピアサポート活動が大学で育つためには、

大学内での管理職をはじめとする全学でのしっか

りとした支えと、ピアサポーター養成やサポート

チームの運営に携わるスタッフの存在が不可欠で

あると考える。

 また、ピアサポート活動が、学生同士が積極的

に助け合う風土をつくり、ピアサポーター自身に

とっても、コミュニケーションスキルの向上をも
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たらし、心理的発達や人格的成長を促す効果を示

している。大学において、自らうまく人間関係を

つくることができずに不適応を起こしている学生

が増えているのが現状である。したがって、この

課題を解決するためには、従来の個別の治療的な

相談活動のほかに、大学教育活動の一環として、

集団を対象にした予防的・開発的な指導・援助と

しての活動が重要となってきている（森川、2001）。

その一つとしてピアサポート活動は大学支援活動

において効果的な役割を果たすものとして考られ

るであろう。

5、おわりに

 以上、福祉、保健（性教育）、学生支援の領域

に絞って、ピアサポートおよびピアカウンセリン

グの文献について概観してきた。「CiNii」および

「医群群WEB」上には、この他にも医療の領域や

性教育以外の保健領域の文献も少なからず存在し

た。今回、テーマから外れるこれらの文献をここ

では割愛していることを申し添えておく。ピアカ

ウンセリングおよびピアサポートについては、

各々の領域でまだ手探りの状態であり、これから

諸領域が協働した取り組みへと発展していくもの

と期待される。
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SUMMARY
Peer Support and Peer Counseling：A
review of the literature

             Yukiko OISHI， Kumiko KIDO

     Noriko HAYASHI， Tutomu INANAGA

 Peer Support is a support system that utilizes

the peer relationship． Usually counseling is done

by a professional counselor who is educated in

psycho therapy． However， in Peer Counseling the

counselor is a peer of the person receiving

counseling， one who stands in the same position

or has the same disorder or the same experience

as the person being counseled． There are two

merits to using peer counseling at universities

and colleges． First， it can help students who are

having some problems in their campus life．

Second， the peer counselors who volunteer to

participate can experience some growth in

themselves as well．

  In this paper we reviewed selected recent

articles on peer support or peer eounseling in

Japan in the fields of welfare， health and student

counseling． These articles are reviewed from the

following four points ： 1） start and structure of

peer counseling （peer support）； 2）programs of

peer counselor education； 3） reports of peer

counseling practice； 4）maturing or changing of

students in peer counselor training．
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